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第33集4駆．し，る呪祭と歓楽にっ“の硫
迷宮空間としての盛り場
盛り場の起点と条件
　一上野広小路界隈の変遷から
巣鴨とげぬき地蔵（万頂山高岩寺）の変容と発展
　一「おばあちゃんの原宿」は、どのようにして
　　　　　　　　　　　　　　つくられたか
現代神田祭灰聞
　　　お　やまはやし
角館の飾山難子
　一地方都市の祭礼一
『国府宮裸まつり』　呪祭の伝承と変容
　一（尾張総社尾張大国霊神社灘追神事の観察）
江戸の開帳における十八世紀後半の変化
普請・砂持ちの風流
　一京都の事例を中心に一
都市大阪における呪祭
　　住吉大社と四天王寺の民間信仰を通して
奈良坂小考、あるいは場の記憶をめぐって
町の共同体と奈良町会所
都市に再生する歓楽としての“民俗音楽”
共同研究の概要
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第33集　共同研究
　　　　　「都市における呪祭と歓楽についての研究」
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